
印刷して学生
みなさんで

お読みください！

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。

QBK NEWS

[ 新学期 ]

早
期
合
格
者
と
そ
の
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た
企
画

熊本大学生協

レコメン in 2025 ～集まれ熊大推薦生～

取り組み概要
日時：2025年2月15日(土) 12:00～17:50
場所：熊本大学黒髪北キャンパス
参加者数：新入生62名 (昨年度比＋28名)

保護者15名 (昨年度比＋4名)

新入生を対象に交流会を実施している大学生協は多くありますが、
新入生を“もてなす”企画となっていることが少なくありません。
一方で、本企画では、学生委員が被り物をかぶって盛り上げたり、

レクリエーションで積極的に発表したりしていました。最初は不安げ
だった方も、和やかな雰囲気に安心した様子でした。
GLとして参加している学生委員自身が企画を楽しみ、その気持ち

を後輩たちに拡げる姿が見られました。

ウォークラリーでは、単に建物の説明をするのではなく、その建物
での講義の話や大学生活の話と絡めて説明をしていました。
また、レクリエーション後の懇談会では、事前に各班に用意してい

た資料を見せつつ、参加した新入生の疑問に答えていました。
実際にキャンパス内を歩きながら建物を見たり、資料に掲載されて

いる図や写真を参照したりすることで、より大学生活に対するイメー
ジの湧く企画になったと思います。

概要：総合型選抜・学校推薦型選抜合格者を
対象とした交流会と、その保護者を対
象とした質問会を実施。不安の払拭や
交流の場の提供を目的としていた。
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交流会とは別会場で、保護者の方を対象とした質問会を実施していました。質問会では保護者
の方に専務が生協のサービスについて説明し、学生委員が大学生活について話をしていました。
そんな中、自然と保護者の方同士の会話が生まれていたのが印象的でした。お互いの不安を共

有し合ったり、県外からの保護者の方が県内在住の保護者の方に質問をしたりしていました。
本企画は、参加された保護者の方にとっても、具体的な疑問や不明点を解消できる場であった

だけでなく、同じような不安を抱えた保護者の方とつながることができる場になりました。
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大学生活がイメージできるような企画へ。POINT.2

まずは学生委員自身が楽しむことから。POINT.1

保護者同士の交流が生まれる場にも。POINT.3
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